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変更票User’s
Manual

Model 7563
ディジタルマルチ温度計
(6-1/2桁)

お手数ですが，お手元のユーザーズマニュアルIM7563-01を下記のように変更してお使いください。

■全ページにわたって

・形名756301は756321に，756302は756322に読み変えてください。
・熱電対と測温抵抗体のJIS規格が改正されました。それにともないディジタルマルチ温度計7563にバージョン-C
が追加されます。バージョン-Cと従来のバージョン-Bとの相異点は下記の通りです。

項目 バージョン-B バージョン-C

熱電対JIS規格 JIS C 1602-1981 JIS C 1602-1995

熱電対N NBSに準じる JIS C 1602-1995に準じる。
測定範囲は0.0～1300.0でバージョン-Bと同じ，ただし表示は－270℃まで可能

測温抵抗体JIS規格 JIS C 1604-1989 JIS C 1604-1997(ただし，JPT100はJIS C 1604-1989に準じる。)
JIS C 1606-1989

Pt100とPt1000の測定範囲 －200.00～650.00 －200.00～850.00

■ 1-2ページ　「形名と仕様の確認」

 本器には，ケース側面の銘板に形名などが記載されています。お手もとに届きましたら，本器がご注文の仕様ど
おりであることを確認してください。

 お問合せの際は，形名(MODEL)，計器番号(NO.)をご連絡ください。

MODEL

SUFFIX

NO.

Made in Japan

■ 4-11ページ　「4.3　国際実用温度目盛について」

次のように変更になります。
国際温度目盛は，温度測定の基準として国際的に広く用いられています。国際温度目盛は，1927年に制定され
て以来，修正をかさね，現行はITS-90 (1990年国際温度目盛)です。
ITS-90は，
(1) 技術的見地から最も優れた標準となっている。
(2) メートル条約に基づき国際的に定義され，わが国の法制上は計量法に規定してある。

といった理由から，温度標準の重要な役割をはたしています。

平　衡　状　態
国際実用温度の付与値

T90(K) t90(℃)

平衡水素の固相，液相および気相の間の平衡(平衡水素の三重点) (2)

33 330.6Pa(25/76標準大気圧)の圧力における平衡水素の液相と気相の間の
平衡 (2) (3)

平衡水素の液相と気相の間の平衡(平衡水素の沸点) (2) (3)

ネオンの固相，液相および気相の間の平衡(ネオンの三重点)

酸素の固相，液相および気相の間の平衡(酸素の三重点)

アルゴンの固相，液相および気相の間の平衡(アルゴンの三重点)

水銀の固相，液相および気相の間の平衡(水銀の三重点)

水の固相，液相および気相の間の平衡(水の三重点)

ガリウムの固相と液相の間の平衡(ガリウムの融解点)

インジウムの固相と液相の間の平衡(インジウムの凝固点)

すずの固相と液相の間の平衡(すずの凝固点)

亜鉛の固相と液相の間の平衡(亜鉛の凝固点)

アルミニウムの固相と液相の間の平衡(アルミニウムの凝固点)

銀の固相と液相の間の平衡(銀の凝固点)

金の固相と液相の間の平衡(金の凝固点)

銅の固相と液相の間の平衡(銅の凝固点)

 13.8033

 約17

 約20.3

 24.5561

 54.3584

 83.8058

 234.3156

 273.16

 302.9146

 429.7485

 505.078

 692.677

 933.473

 1234.93

 1337.33

 1357.77

 －259.3467

     －
      
     －

 －248.5939

 －218.7916

 －189.3442

 －38.8344

 0.01

 29.7646

 156.5987

 231.928

 419.527

 660.323

 961.78

 1064.18

 1084.62

ITS-90の定義点
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注 (1) すべての三重点と平衡水素の一つの定点(17.042K)とを除き，付与された温度値は，圧力 Po=101 325Pa (1標準
大気圧)における平衡状態に対するものである。

(2) 「平衡水素」とは，問題にしている温度でのオルトーパラ平衡組織をもつ水素をいう。
(3) 同位元素または不純物の分留の影響を避けるために，水素に対して沸点(気相成分が極めて少ない状態)を用いる。

M7563は外部基準接点補償モードを持っていますので，外部温度定点の温度を任意に設定できます。

■ 7-6ページ

7.2.8 熱電対零点の確認

･････････････････････････････
検査基準 ： 熱電対0℃校正値±0.2℃

■ 8-4ページ

･････････････････････････････
・ FRONT入力の場合0.2℃を加算
・積分時間 ： 200ms，100ms，16.7ms，20msは500msデータと同じ
・積分時間 ： 2.5ms　･･･｛　｝
･････････････････････････････

■ 8-5ページ　「8.4　測温抵抗体温度測定(RTD)」

･････････････････････････････
* J263*Bの分解能は積分時間によらず0.1K
・確度4Wire(積分時間500ms，200ms)　：　±(％ of rdg ＋ ℃)
･････････････････････････････
● 温度系数は積分時間100ms, 20ms, 16.7ms, 2.5ms時も同様
3Wire時はPt100, J263*B･･････0.003℃/℃を加算
JPt100, Pt1000･･････0.002℃/℃を加算

● 2，3 Wire時の確度
Pt100, JPt100, J263*B･･････0.05℃を加算
Pt1000･･････0.01℃を加算
2 Wire時は，Nullを使用し，配線の影響は含まない。
3 Wire時は，配線のアンバランスによる影響は含まない。

■ 8-12ページ　「アクセサリ」

品名

ICメモリカード

ICメモリカード

ICメモリカード

:

形名・部品番号

3789　01

3789　02

3789　03

:

仕様

8Kバイト(500データ)

16Kバイト(1500データ)

*128Kバイト(8000データ)

:

販売単位

1

1

1

:

*2002年6月以前；64Kバイト(8000データ)


